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奉仕・ロータリーを私は信幸する。

第882号　　1976．11．16（火）（はれ）No．17

ー　本日　のプログラム－

1・点　　　鐘

2・ロータリーソング（手に手つないで）

3．ゲスト・ビジター紹介

4・会長報告

5．幹事報告

6・委員会報告

（垂ロータリー財団週間スピーチ

財団奨学金について～高橋良士国際奉仕委員長
財団の寄付について～斎藤栄作財団委員長
蔵王オリェソテーシ／⊇ソについて～交換学生～ダイアン・メタ・シ′ユルツ

交換学生ホストファミリー移動について～嶺岸光吉青少年交換委員長
㊥職業奉仕デー・スピーチ～前会報に記載　中野重治郎君
（⇒火災見舞御礼～上野三郎君
（参来年のG・S・E受入れについて～早坂源四郎君
来年4月26日温海入り　4月30日迄鶴岡地区内で研修予定
当クラブが主体的にやってほしい

㊥スマイル～三井健君　令息結婚
（垂出席報告



■ゲスト・ビジター紹介

斎藤五郎八君一温海R・C

奥村知介君一習志野R・C

加藤広君、阿部正男君一鶴岡西R・C

■会長報告

①　去る11月10日中江幹事さんと酒田クラブに参りまして当クラブの皆さんの善意による義
援金を御渡し致しました。酒田クラブ会員の方々は大変感謝しておりました。酒田クラブ
では酒田東クラブと協力して両クラブに集った義援金を一部を雁災会員へ、残りは市の躍

災者に送る事に決定した様でした。

②11日には中江幹事さんが酒田東クラブ例会にメークされ当クラブの義援金を御渡し致し

ました。当クラブの皆さんの御協力を心より感謝申し上げます。

③　去る9日、当クラブ会員新穂光一郎君の御尊父様が御逝去されました。13日に御葬儀が

取り行われましたが当クラブを代表して副幹事の佐藤順治君が参列し、御番兵を御送り致
しました。謹んで御冥福を御祈り申し上げます。（三光町・宝林寺）

④11月13日、八幡ロータリークラブ創立5周年記念式典が八幡町中央公民館に於て取り行
われました。当クラブからは張先生と私と中江幹事さんが出席致しました。式典は近隣各
クラブの列席に、遊佐クラブをスポンサーとして盛大に開催され、創立アドバイザーとし

て張先生から祝辞を送られました。記念事業としてほ次の様な事が発表され意義ある式典

を終了致しました。

1．八幡町へ名勝案内板、カーブミラー1基、結婚相談所開設準備基金として10万円を

寄贈
2．ロータリー財団600％クラブへの達成

3．準フェローの表彰

4・5年間皆出席者の表彰

⑤11月12日より14日まで蔵王に於て開催されました国際ロータリー353地区の交換学生の

オリェソテーションに参加されました当クラブのダイアソ・メタ・シ′ユルツさんも元気に

帰って参りました。御苫労さんでした。又石黒先生、高橋国際奉仕委員長さん色々御世話
を戴き有り難度う御座いました。

⑥　来る23日の例会は勤労感謝の目のため休会とし30日に致します。

酒田大火見舞金を上野三郎君、佐藤正郎君に贈呈致します。

1幹事報告

0地区R．A．C会員研修旅行（各クラブより2名）

旅行先～370地区福岡、長崎、佐賀の各県

日　程～来年3月頃　3泊4日

費　用～5、6万円（内2万円地区負担）
0名古屋空港R．Cより　－一子どもは何を望んでいるか”と云う本＠￥1，200　買上げ方依頼

が来ています。目的は身体不具者に寄付するため。
。例会時間変更案内

山形南R．C～日月30（火）の時間はfire slde meetiugのためP・M5：30山交ビル7F



会報到着
酒Fl東R・C、白鷹R・C、東京R・C

鹿児島西R・C表敬訪問
（日程）来年3月9日出発　3月10口例会出席　3泊4日の予定11月20日締切り

＼、一一

■委員会報告

＜財団奨学金について＞　　高橋良士君

（1）ロータリー財団

1931年、国際R・Ⅰ理事会並びに財団管理委員会が採択した信託宣言の条件のもとにア

メリカ、イリノイ州に於て組織された博愛的な信託である。その目的は博愛、慈善、教育

ないし慈善的性質の現実的で効果的な事業を助成することによ〔て国際理解と友好関係を

増進することである。
この財団の構想は1917年アーチ・シー・クランフ氏によって表明され26ドル50セントの

寄付金がカソサスシティーのロータリークラブからなされたのが寄付の始まりである。本

格化したのは1947年ポール・ハリスが死去し、その追悼に多大の寄付が財団によせられて
からである。これによって財団の事業は年と共に拡人強化されて今口に至ったわけである

（2）ロータリー財団の主たる活動（即ち財団給費）

伊　大学院課程奨学金

②　大学課程奨学金
③　専門的訓練のための補助金

④　心身障害老教師奨学金
㊥補助金　往復旅費、1年間の教育費、生活費、雑費一切
㊥資　格　優秀な成績と親善使節たる素質を有し教育程度、年令、職歴の条件に合致

すること。

⑥申込方法　申請者の居住地にあるロータリー・クラブ又は申請者の在学、雇用の場所
にあるロータリー・クラブを通じて1977年3月15日まで申請すること。詳

細についてはロータリー財団委員会へ問い合わせてほしい。

（3）研究グループ（G．S・E）の交換

異なる国と国の組み合わせられた地区間で、若い実業人及び専門職業人たちのチームを

交換するための旅費を提供して、チーム各員にホスト地区の公共施設や生活様式を研究し
又個人的に知り合いを広め意見の交換をする機会を与えるものである。

匝）ロータリー財団の現況

①　世界のポールハリス・フェロー　　　　　　　15，851名

②　日本のポールハリス・フェロー　　　　　　　　　5，090名

③　財団創立以来の全世界における財団奨学生総数　6，495名

④　財団創立以来の日本から選ばれた財団奨学生総数　509名

⑤　G．S．E計画創始以来の参加者総数　　　　　　3，392名

⑥　日本から海外を訪問したG・S・E総数　　　　　177名

以上ロータリー財団の実践活動の現状ですが地区の方から奨学金の申請者ポスターが来
てありますので御知合の方がありましたら推薦願いたい。

＜財団寄付について＞　　　斎藤栄作君

フェローでありました故小花先生の御意志をついで皆さんに財団に御寄付をお願い致し

ます。



＜ダイアン・メタ・シュルツさんの蔵王オリエンティーションに参加してのスピーチ＞

先週の金曜日私は蔵王に行きました。13名行きました。4名はオーストラリヤ、1名は
フイリッピソから釆ました。大変面白く暮らしました。蔵王は少し雪が降ってました。し

かしとても良い天気でした。たくさん温泉に入りました。口曜日3時帰りました。ありが

とうございました。

＜交換学生ダイアンさんのホストファミリー移動について＞　　嶺岸光吉君

8月21日から約3ケ月間ホストファミリーをなされた石黒慶之助君の家から今度11月22

日から三井徹君をホストファミリーとしてお願い致しました。

＜火災見舞い御礼＞　　　　上野三郎君

皆様の暖い御見舞い大変恐縮しております、との御礼の言葉がありました。

＜来年のG・S・E（研究グループ）受入れについて＞　　　　早坂源四郎君

来年の4月ジョージ・セットルマイヤー氏を団長として団員5名釆鶴の事、荘内地万の

政治、経済、宗教、産業を勉強される予定。当クラブの方が主体的に出来るだけ接待して

欲しい。

く出席報告＞

のと出　席　数

席≠出　席　率

阿部（公）君、飯自君、石黒君、石倉君、玉城君、黒谷君、

板垣（広）君、三浦君、角田君、佐藤（宇）君、佐藤（伊）君、

佐藤（昇）君、佐藤（忠）君、佐藤（正）君、鷲田君、新穂君、

横山君、菅君、清水君、吉野君、諸橋君

前回出席率！73．61％

＿＿＿－貞　　▼－．

修正出席数】　67名

鷲田君一立川R．C　笹原君一仙台R．C
1

佐藤（衛）君一温海R・C

阿部（公）君、板垣（広）君、板垣（俊）君、石倉君、黒谷君、

小松君、三井（健）君、横山君、内山君、手塚君、月下君
一鶴岡西R．C

＜会報委員会よりお願い＞

・毎回会員各位にお顕いしているように、スピーチ等の場合、原稿又は要旨（箇条書

きでも可）を提出して頂くと、省力化が計れますので、御協力下さい。
・各委員会の委員長の皆さん〝　委員会報告用紙がありますので、御利用下さい。
・原稿、要旨、報告事項はスピーチ等終了後、直ちに会報委員にお渡し下さい。

・写真は印別の謁係上なるべく白黒でお願いします。


